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では
身のまわりの不思議を
科学的にとらえる体験を楽しむことで、
科学的なものの見方・考え方を身につけます。

身近な自然の形や色などの
共通点や違いを比べる体験で
「生き物が生き抜く力のすごさ」を感じる

地球や太陽について知り、自分たち
の生活と結びつけて考えることで、
自分をとりまく環境に興味をもつ。

身近な現象に対し、
くり返し試しながら考えることで、
「物事の原理」を感じる。
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ぐるぐるかんさつずかん
さまざまな動物を360°回転
させて、いろいろな角度か
ら観察できます。

8月号アプリ

「わくわくサイエンス
ブック」で身につく力

他にも

生活 国語・算数の思考力 社会科学
学校生活に直結する課題解決や、

生活の中で活躍できるコツを提供します。
クイズなど、お子さまが取り組みやすい手法で、
語彙を広げたり、図形感覚を養ったりします。

標識などの身近な施設の役割を知り、
社会への興味を広げます。

わくわくサイエンスブック（毎月25・10日配信）

身近な自然への
興味が
高まります。

科学的思考力
指導方針
お子さまの興味を引き出すさまざまなテーマで、
身近なものを科学的に観察したり、
そこからの発見を楽しんだりする姿勢を育みます。

「疑問をもち、見通しをもって確かめ、発見す
る」問題解決のプロセスで、科学的なものの見
方（数量的にとらえる、順番、色や形に注目す
るなど）、考え方（比較分類する、関連づけて
考えるなど）を身につけます。
感受性が豊かな低学年では、驚きや感動の「実
感」を重視し、実際に手を動かして体験・発見
することを大切に指導していきます。低学年
の時期に、身のまわりのことを科学的にとらえ
る体験をしておくことで、科学的な見方・考
え方が身につくだけでなく、３年生以降に教
科として理科や社会を学習する際に、自分な
りの理屈をもって考えられるようになります。

科学的な問題解決のプロセス
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すごい！
不思議！どうして？

〇〇だからかな？
こうしたら
うまくいきそう！

実験・観察

そう
だったんだ！
すごい！


